
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しま

したので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  平成２６年 ５月３０日 

学校名  福井市至民中学校   

校長氏名  淵本 幸嗣     

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

 

①校内の花壇やプランターに植物を植え、緑化に努めます。 

②地域と連携し、清掃活動やリサイクルに努めます。 

③資源の有限性について学習し、ものを大切にする心を養います。 

２ 取組内容 

①環境学習 

・中央委員会や技術の時間に花壇作りを行い、協力しながら作り上げることを理解します。 

・花壇の水やりには雨水を利用します。 

 

②地域と連携して資源回収、清掃活動 

・古紙回収を PTA や地域の方と連携して実施します。 

 

③環境教育 

・理科の時間に資源の有限性について学習をします。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載して下さい。） 

 

 ①の花壇作りでは、皆で１つのものを作り上げることにより、 

力を合わせて成し遂げることの重要性を理解する。      （協力） 



様式第２号                                                  （提出日）平成２７年 １月３０日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名    至民中学校 
 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

 ①校内の花壇やプランターに植物を植え、緑化に努めます。 

 ②地域と連携し、清掃活動やリサイクルに努めます。 

 ③資源の有限性について学習し、ものを大切にする心を養います。 

２ 取組内容 

 

 ①環境学習 

  ・中央委員会がフラワーブラボーコンテスト（FBC）に参加し、学校の花壇に花を植えました。 

 

 

 

 

 

土の耕し方は地域の方から、                 平日はもちろん、休日も水やりに  学校のシンボルとなる花壇が 

種の巻き方はインターネットを調べて行いました。       来ました。            完成しました。 

 

  ・技術の授業でプランターに植物を植える学習を行いました。 

 

 

 

 

 

 去年まで使っていた土に          一人一つのプランターを用意し、           毎日みんなに見てもらえように 

 肥料を混ぜるところから          バランスよく植物を植えます。            生徒玄関の前に置きました。 

学習しました。 

 

 ②地域と連携して清掃活動、資源回収 

  ・地域の皆様と協力し、環境活動を行いました。 

 

 

 

 

 

 『三世代クリーン作戦』というボランティア行事で         PTA、地域あげての資源回収を年に２回行いました。 

 地域の方、保護者、生徒が協力し、校区内の清掃作業を行いました。 

 

 



 

 ③環境教育 

  ・３年生の理科の授業で資源の有限性について学習をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資源には限りがあり、循環型社会を目指すために今何ができるかを、１人１人がレポートにまとめ考えることができた。 

 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

 

 ①の花壇作りでは、皆で１つのものを作り上げることにより、力を合わせて成し遂げることの重要性を

理解することができた。（協力） 
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 【具体的効果】 

①委員会や授業の中で自然環境に触れながら活動することで、生徒の中に自然環境を大切にしよう

とする意識や何かを作り出す達成感を味わうことができました。 

②地域の方、保護者、生徒が皆で協力し合い活動することにより、地域全体にふるさや学校を愛す

る心が育ってきています。 

③生徒にとって身近な資源には限りがあり、埋蔵量を具体的に示すことにより、環境に配慮した生

活を意識することにつながりました。 

【改善点】 

・限られた生徒だけでなく、より多くの生徒が体験できるように、時間や場面を設定していきたい。 

・取り組んでいる内容を学校全体や地域にさらに発信し、取り組みに対する理解を深めると共に、

環境に対する意識を高めていきたい。 


